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今回の研修会のベースなっ
ているサイト及び資料



http://home.hiroshima-u.ac.jp/ujima/src/research08.html

http://home.hiroshima-u.ac.jp/ujima/src/research08.html


http://www.harmony-i.org/lowvision/

http://www.harmony-i.org/lowvision/


http://www.pref.aomori.lg.jp/sangyo/energy/syougaisya_ICT.html

http://www.pref.aomori.lg.jp/sangyo/energy/syougaisya_ICT.html


http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kikaku/system/files/2015iPadmanualsikaku.pdf

http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kikaku/system/files/2015iPadmanualsikaku.pdf


iPadの魅力は， 
誰しもが使い勝手がよいような「ユーザビリティ」， 
豊富な機能が標準搭載の「アクセシビリティ」， 
セキュアで質の高い豊富な「アプリ」， 
高機能の「Ｉ／Ｏ」が１台に収まっているところだと考えられます。



目的・状況（TPO）に応じて機器を使い分けられる力 

視覚補助具として(単眼鏡、ルーペ、拡大読書機、iPad...) 
   (視覚の低下や欠損を補うためにしようする) 

視覚代替機器として(Daisy、iPad) 
   (視覚情報を視覚以外の情報で捕らえる) 

情報補償機器として(点字プリンタ、iPad...) 
   (あらゆる情報を補償する) 

さっと見たい時    外出先で 
じっくり見る時    机上で



タブレット型情報端末を視覚補助具,視覚代替機器,情報補償機器と捉え
た場合,それらの目的でタブレット型情報端末は積極的に低年齢から導入
されるべきであると考えられます。 

小さい虫を大きくして観察するとか,動きの速い運動をスローで観察する
といった見ることを補助する目的(視覚補助具), 

色を読み上げるとか光の明暗を音の高低で表すといった視覚情報を視覚
以外の情報で捕らえる目的(視覚代替機器), 

東西南北の方角や学校での連絡黒板のメモといった情報を補助する機器
としての目的(情報補償機器) 

などの目的であれば,低年齢のころから積極的に導入することで,見るこ
とに喜びを感じたり,色や光に関心を持ったり,不十分な視覚情報を補っ
て情報を収集・整理・活用したりでき,概念形成に貢献するのではないで
しょうか。



生活に生かせる導入も重要 

1台の端末が,感光器・カラーエイド・OCR・辞書・ニュース・GPS・
ナビ・周辺情報・時計・タイマー・紙幣識別などなど様々な機器にな
ります。 
情報機器以外にかかるコストは1万円にも満たないでしょう。 
せっかく授業で感光器や方位磁石が利用されるのであれば,それを生活
で生かせるようにしていくことが重要であると考えます。 

そんな環境をつくることで教室での学びは生活に生かされ,生活に生か
された学びは成熟し,さらに学習に貢献します。学びを教室の中だけで
終わらせることなく,生活にも生かせるように,この両輪で情報機器の
活用を考えていく必要があり,そのための環境整備が重要となります。



弱視者の見え方



眼鏡やコンタクトレンズなどで視力を矯正している人が眼鏡を外すと、ピ
ンボケしたように見えますよね。しかし、弱視の場合の見え方はこれとは
異なります。弱視の人の見え方は「ピントは合っているのに大雑把に見え
ている」「くっきり見えているつもりだが、細かい部分は潰れていて分か
らない」という感覚だといいます。原因となる病気によっては、霧の中の
ものを見ているような状態だったり、ゴミがかぶさったような状態だった
りすることもあります。 

とはいえ、弱視ではない人にとって「弱視の人がどのようにものを見てい
るか」を理解するのは難しいことです。さらに、弱視のお子さんは生まれ
てから一度もはっきりとものを見たことがない場合もあるため、自分の見
え方を人に説明することは困難です。親御さんが「見える？」と聞いたと
しても「見える」と答えてしまうことが多いといいます（本人なりに「見
えている」ため）。



① 正常に見えている状態

http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html

http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html


② ぼやけた状態

カメラのファインダーをのぞいた 
ときのぼやけた状態です。

http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html

http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html


③ 混濁状態

透明度の低いビニール袋を通して 
見ている状態です。
http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html

http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html


④ 暗幕不良状態

窓のカーテンを閉めずに映写して 
いるスライドを見ている状態です。

http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html

http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html


⑤ 照明不良状態

部屋の照度を低くしてものを 
見ている状態です。
http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html

http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html


⑥ 中心暗点

レンズの中心に墨を塗った 
メガネをかけている状態です。

http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html

http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html


⑦ 視野狭窄

50円玉の穴からのぞいた 
状態です。

http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html

http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html


⑧ 振とう状態

小刻みに揺らした本を読んで 
いる状態です。

http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html

http://www.s-minami-s.ysn21.jp/center/Q&A/miekata/miekata.html


アクセシビリティ

iOS 10の場合



VoiceOver

videos:

videos:

VoiceOverは、ジェスチャーで
操作する画面読み上げ機能です。
画面が見えなくても、iOSの楽
しさとシンプルさを体験できる
ようにします。VoiceOverを有
効にすると、ホームボタンを3
回クリックするだけで、iOS内
のどこからでもVoiceOverにア
クセスできます。バッテリーは
どれぐらい残っているか、誰が
電話をかけてきたか、今指先が
触れているアプリケーションは
何か。あなたの画面で起きてい
ることのすべてをVoiceOverが
説明します。VoiceOverの話す
速度やテンポも、あなたが聞き
やすいように調節できます。



ズーム機能
ズーム機能を有効にするには、
3 本指で画面をダブルタップ
します。 

ズームのレベルを上げるには、
3 本指でダブルタップしたま
ま押さえ続けて、指を画面上
で上下に動かして倍率の増減
を調整します。



拡大鏡
デバイスのカメラを使って物
をすばやく拡大できます。有
効にすると、ホームボタンを
トリプルクリックして拡大鏡
を開始できます。



ズーム機能

フルスクリーンズーム ウィンドウズーム



ディスプレイ調整
カラーフィルタは、色覚異常
のユーザが色を識別するのに
使用可能で、ディスプレイ上
でテキストを読むのが難しい
ユーザの助けになります。



スピーチ





その他の視覚サポート



音声入力



ホームボタンを長押しで起動



アプリケーション



【まずは,カメラで撮って,拡大して見る】 

まずは,カメラアプリと写真アプリを利用して,単眼鏡や拡大鏡の代替
として利用してみましょう。その際,スタンドなどがあると便利です。
身の回りのモノ,例えば自分の指の爪,先生や友達の顔,自分の服の柄,意
外にそんな身近なものを拡大するだけでも発見があるものです。 
弱視者は,他者の顔のイメージがとても薄いです。ここは恥ずかしがら
ずに,顔の写真を撮って,いろんな発見をしてみましょう。 
さらに,観察や実験ではその様子を撮影しておくとか,定規や分度器で
測る際は撮影して写真を大きくして目盛に意識付けをするとか,国語で
は細かな文字を,社会では地図を撮影して拡大して見るなど様々な活動
で応用できます。



【撮った写真を加工してみる】 

拡大鏡や単眼鏡の代替として利用していくうちに,文字で説明を書き込
みたいとか,矢印を描き込みたい,モザイクを入れたい,2つ,3つ,4つと並
べて1枚の写真にしてみたいなど,さらなる機能増強に挑戦してみましょ
う。 
お勧めはSkitch(無料)とFrameMagic(無料)というアプリです。 
Skitchは写真に文字や記号,モザイクを入れることができるアプリです。
下図のように,撮影した写真に描き込むことができます。教師が見やす
い資料作りにも使えますし,児童生徒が自分の学習の記録として撮影し
た写真に描き込むこともできるでしょう。







【読み・視覚を活用する方法】 
①紙に書かれた文字ヘアクセスする 

ライブ映像を見る際は、カメラアプリ、明るく大きくアプリが使い易
いです。 

写真撮影する際は、カメラアプリ、Scannableアプリが使い易いで
す。iPhone用アプリではOfficelensアプリ、FineScannerアプリが使
い易いです。 

黒板やホワイトボードなどに書かれた文字や図を写真で撮影して再利
用することも有効です。CamScannerアプリは、斜めから撮影した黒
板を自動で台形補正する機能がついています。











②テキストデータにアクセスする 

テキストデータへのアクセスはメモアプリが使い易いです。 
文字の大きさは設定アプリで設定できますので、適したサイズに変更で
きます。また、高度なテキスト操作を行いたい場合はMyEditorアプリ
が向いています。こちらも文字サイズ、配色の設定が可能です。 

ホームページの文字データは基本的にテキストデータです。テキストベー
スで表記されたページはとても読みやすいですし、Safariアプリを利用
することで、リーダーに対応したページだと更に読みやすいレイアウト
で表示されます。



【読み・音声を活用する方法】 
①紙に書かれた文字ヘアクセスする 

紙に書かれた文字ヘアクセスする場合は、写真で撮影してOCR機能をもっ
たアプリを利用して写真の中から文字を認識し、それをテキストデータ
化します。一般用であればe.Typistアプリが利用できます。その他にも
OCR機能をもったアプリは多数ありますのでいろいろと試してみるとよ
いでしょう。 
現在、カメラに映った画像を次々と解析して文字らしきものを読み上げ
る、ライブ読み上げ機能を搭載しているのが、iよむべえアプリです。カ
メラだとどうしても専用スキャナにはかないません。最近は、iPadや
iPhoneなどの携帯端末にWi-Fiで接続できるスキャナも販売されていま
すので、さらに高い精度を求める場合は、そのような専用の機器を選択
することも有効です。











②テキストデータにアクセスする 

アクセシブルPDFやテキストデータなどを音声で読み上げさせる場合
は、VbiceDreamアプリが有効です。言語や音声を選択して好みの声
質で聞くことができます。読み上げ中の部分をハイライト表示してくれ
る機能もあるため、読みが苦手な人にも便利です。著作権の切れた作
品のテキストデータを集積している青空文庫の書籍を読むのには金沢
文庫2アプリが利用できます。最新の書籍をテキストデータで読む場合
はAmazonが提供しているKindleアプリが利用できます。











③音声データにアクセスする 

予め用意された音声データを利用するのであれば、読み間違いはありませ
ん。現在はサピエで提供されているマルチメディアデイジー
(multimediaDAISY)形式か音声デイジー形式のファイルを再生せることが
効果的です。再生アプリはVbiceOfDAISY(VOD)アプリがあります。マルチ
メディア・音声、両方のDAISYを再生でき、ブラウザアプリであるsafariで
サピエからデータを直接取り込むこともできます。後は、対面朗読を録音
させてもらい活用する場合には、ボイスメモアプリ(iPhone標準アプリ)や
その他のボイスレコーダーアプリを利用することができます。










